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小林千古のパリ時代

一― (パンテオン会〉の友情とその意味

今 橋 映 子

(東京大学大学院教授 比較文学比較文化)

今からすでに二十年ほど前のこと、「パンテオン会雑制 と
いう手書き三冊の雑誌を初めて見せられ、

これを広く世に知らせる方法が学問的にあるかどうか、個人的に相談
されたことがあつた。百年も前に

作られた雑誌と聞いて驚いたが、それに画家たちが多数関わ
つていると言つても、難しい崩し字の文章、

俳句、漢詩等ずらりと並び、いわゆる「美術雑誌」とは違うと推測
され、正直大変困難な資料だと思つた。

しかしその私が、それでも直感的に「おそらく将来必ずや研究す
べき貴重資料だろう」と感じたのは、

「パンテオン会雑制 三冊に含まれていた(数こそわずかだが)何枚
かの絵画、挿画、そして装飾文様など

に、とでも心なかれたからだつた。その筆頭が「Banko」 と
いうサインのある水彩画一―「月のシヤピ

ール」

(小林万古、1901年 )(8P参考図版〕だつたのである。百年の歳月を経
たとは思えないほどの水々しさを保つ

た画面。深く豊かな濃い藍色の開の中、街路
へと洩れ出る(居洒屋らしい)光の曖かさ、それは上弦

の月

の光と呼応して、静趙な空間をつくり出している一一万古は
一体なぜ、この画をこの雑誌に遺したのだ

ろうか。

*

「パンテオン会」とは、1900年パリ万博を機に、多数集まった日本人留
学生たちの間で結成 (11月 )さ れ

た親睦団体である。提案者は洋画家 黒田清輝と法学者 寺島誠一郎である。驚くの
はそのメンパーの

多彩さ一―上井晩翠(詩人)、 芳賀矢―(国文学)、 箕作元八 (西洋史)、
美濃部違吉(法学)、 矢部辰二郎(医学)

等々、後に各分野で知られる鉾々たる名tllを そこに見出
せるのみならず、陸 海軍、官公庁、実業界の

エリートたちや、子爵 伯爵家の子息にまで及ぷ、いわばエリート留学生たちに加え、美術家
たちが多

数参カロしている。しかも彼らもまた、洋画、日本画、建築
を問わず、のちに各界の代表的存在となる人

材 l」rか りである一一和田英作、浅丼忠、岡田三郎助、中村不折
、竹内栖鳳、久保田米斎、塚本靖、武田

五一   など、1901年3月 に入会した小林万古を含め、以上f8060名 に及ぷ「会」な
のであつた。今回

の展覧会では、こうしたバンテオン会関係の画家たち
の作品も多く集められており、実に感慨深

い.

メンテオン会はその多彩な顔ぶれから、一種紳士クラブ的な性格
が強いと思われがちなのだが、例の

手書きの、わずか二号で終わつてしまった
「パンテオン会雑制 (第 1号 =1901年 5月 25日 、第2号 =同年

9月

21日 、第3号=1903年 3月吉日)に は、むしろ仲間うちの
からかいや、ユーモアの精神がたつぷりと盛り込

まれ‐ て 、その帥 雌 剖■きなさむものがあ

Ъ 起き上が嘘 田 二似‐ ち 硼 、J晩 判 奸タ例えばあの黒田清輝の若き日の渾名は「ドツ
コイ

ワン」(お米をタワシで研いでいたD、 和田英作は「村
長」(パ リ日本人村の世話役)と

いつた具合である。

今や遺族ですら知らない「新事実」であろう。

残念ながら小林万古の「澤名」が何であつた
か判つていないのだが、今回の展覧会

に登場する画家たち

の仇名をついでに紹介しておくと一一



岡田二郎助=ヤ ツ(会合のテープルに着く時、粛然
とテープルに就くので)

久保田米斎=ヨ オヽヤン(京都生まれで「美少年」
の彼が、芸子衆に付けられた仇名)

浅井忠=親方(会員で最も年上。依頼された
ことを断らない「古侠客」の風から)

塚本靖=妻君(誰 もが知る愛妻家)

竹内栖鳳=ド スカ(京都の人ゆえ「そうどす
か」が盛んに出る)

バンテオン会の会合では、互いを必ず渾名で呼
ぷ合うことが規則とされており、その親密

な雰囲気い

かばかりかと、紡彿とさせる。

彼らの多くが下宿していたオテ
ル スフロ~(Hotel SouFnot,5 rue To硼降r・ Parls)が、

パンテオン(偉

人廟、パリ第五区)の近 くにあつたので、
この会の名称が生まれたのである。彼ら

が手書きで制作し、

おそらく会員の議もがオテル スフロ~で手に取れるようにと遺された回覧
雑誌は、その下宿の経営者

シッテル夫姜、および息子アンドレ氏 (故人)に よ
つて大切に保存され、1980年代末ようや

く日本側関係

者 (本野盛幸元駐仏大使)に託されたのであ
つた。現在はパリ日本文化会館図書館

で、大切に保存されて

いる。そして402年、私を含め多領域の専門家が集ま
ってチームを結成し、3年 IIIの 月日を

かけて 雑

誌の翻刻とデジタル化、そして研究の成果を公表
するに至った (『パソ19ul年  日本人留学生たちの交遊

"∝
年)。 こうして、百年前

パリに集まった日本人留
―一rバンテオン会雑制 資料と研究Jプリュツケ、

学生たちの、思いも寄らない交遠の様子が、初めて広
く世に知られるようになつたのである。

ホ

小林万古 (1870-1910)〔 パリ時代はまだ「千古」
を名乗つていないため、以下「万古」

で記す〕は自馬会系

の画家であるが、経歴の上では太平洋画会の国家
たちに類似してヽ`る。渡米して自活し、彼

地で画家修

業を充分積んだ上でパリに留学した。19∞年
12月 17日 、万古は黒田清輝を訪ねたこと

から、その御蔭で「パ

ンテオン会」仲間との交遊が始まつたようである。万古
の当時の住所は(雑誌第一号の記録

によると)「カ

ンパーニユ・プルミエー′レ衡二番地」であり、もしこれ
が正確なら、同時期フランス人彫刻家フ

ランソワ

ポンポン(1877-1933居 住)が同じアパルト
マンに住んでいたはずである。その後年リ

ルケや高村光太郎、

藤田日治など多くの芸術家が、この同じ通り
に暮らしており、いかにもカ

ルテイエ=ラ タンらしい場末

の娠わいを見せていたところだつた。万古はその年
の大晦日から元旦にかけては、

パンテオン会の仲間

および外国人画学生数十人と、「十九世紀の末日を送
る汽笛を合図に、一同狂気の如く祝杯

を挙げて」賑

やかに年を越した、 と嬢しく書き遺している0い。

翌年1901年4月 上旬の数日間、万古は岡田二郎助
、久保田米斎と子供モデルを一緒

に写生していたが、

その最中4月 17日 夕刻に、突然発熱して危篤状態
となる。やはリバンテオン会会員

・矢部辰二郎医師の

診察をすぐに受け、フオブー
ル・サント′レ通りの病院に入院。入院13実

にニカ月に及んだ。その間5

月11日 のパンテオン会晩餐会で、書記の久保日
米斎の発案により万古

への見舞金が徴収され、集まった

32フ ランが層けられた。その証拠となる資料も近年発
見されており、その詳細は、本

カタログ所収の山

田博規氏論文をご覧頂きたい.さ らに← 7月 には、岡
田三郎助に案内されて、

′{り 郊外のシヤヴイーユ

(Chavale、 パリの西郊、ヴエ
ルサイユより東)で静養したと伝えられる。

つまり私が最初から心惹かれ

ための水彩面「月のシヤピール」は、万古が病
を薇すその滞在の記念として描かれ、同

年9月発行のrパ ン

テオン会雑制 第二号を飾つたものだつたの
である。異国の地での長期薇養の淋し

さを支えたのは、間

違いなくバンテオン会の仲間の友情だつただ
ろう。万古は帰国後、黒田清揮の推挙

で、学習院女学部で
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テオン会は自由な親睦団体であつたため、特に彼らが共同体として 特別なものを生み出したわ

けではなかつた。しかしわずか三冊残された rバ ンテオン会雑誌Jには、俳句
や漢詩、戯曲などにまで興

じる画家たちの「知的活動」の幅広さ、1900年当時は絵薬書やそれ
に付随する「装飾美術」が、油画と同等

以上に若いアーテイストたちの強烈な関心を想いていたこと一―など美術史
上見逃せ7rい事実も浮かび

上がっている。小林千古に限つて見ても「月のシヤビー
ル」が、現存する彼の唯―の水彩画であることは、

大変に貴重であろう。

パンテオン会自体は、こうした単なる親睦団体であつたが その人間関係は彼らの帰国後にまで活
か

され、雑誌『三越J(久保田米斎編集長)の活動、慶応義塾図書館の装飾や、自由劇場
公演の舞台背景協力

(和田英作、岡田二郎助)な ど、意外な広がりを見せる。

そうした事実から、現代の私たちにとって何より興味深いのは、小林千古
を含む百年前の青年たちが、

日学という機会の中で、他領域多分野の人間と知り合
い、共に助け、何よりIIし み、それがその後の一

人一人の人生と仕事をすら豊かにしていつたのだと、今改めて知る
ことなのである。

〔註1〕 同記遮lよ、小林万古が布畦仏歓青年会の機関雄r同国
に寄積した「通信」(1901年 10月 29●、浄土真宗ホロ寺派布畦別

院の開教椰である今村 松本面縛に宛てた手紙を転載したもの。′
(り滞在の記録)の一節である。現在、「千古小林

花古遺彗」(はつかいち美衝ギヤラリー蔵)に原械が貼付されて
いるものだが、残念ながらr同劇 の暑号は判明して

いない。

同資料を=軟
示頂いた山田博規氏に心から御ネL申 し上げます。
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